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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：  2022 年 ３⽉ 31 ⽇ 
● 事 業 名 ： にいざ⼦どもの未来 包括連携プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ： 認定特定⾮営利活動法⼈ 全国こども⾷堂⽀援センター・むすびえ 

● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈新座⼦育てネットワーク   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ 無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

子どもの居場所が、地域住民の協力で 17 小学

校区全てに開設される 

定期的に開催する子どもの居場所の数 17 

 

2023 年度 全 17 小学校区にて長期休暇にひろばを開催

し,定期開催の居場所について検討を始めた

(夏ひろば：8 ヶ所 16 回・冬ひろば 14 ヶ所 28

回・春ひろば 9 ヶ所 13 回:全 31 箇所 57 回開

催） 

1 

17 小学校区に、子どもを支えるボランティアの

グループができる 

子どもを支えるボランティア・グループの数 17 2023 年度 商工会女性部会、町内会役員など既存のグ

ループでボランティア活動を開始している 

1 

子どもの居場所活動に協力する町内会等の地

域組織が増える 

子どもの居場所に協力する町内会・地域組織の

数 

17 2023 年度 3 町内会で積極的に協力を申し出、また協議

体、福進協からも協力の申し出がある 

1 

ボランティアや市民が、子どもの多様な課題を

知り・学ぶ機会を得る 

にいざ子どもの未来フォーラムでの参加者アンケ

ート：（4 段階評価） ①子どもの多様な課題を知

り・学ぶ機会になりましたか？ ②子どもの多様な

課題が身近な問題だと実感できましたか？ 

3 以上 2021 年度 ① 3.69 

② 3.53 

1 

ボランティアや市民が、課題を抱える当事者グ

ループと交流する機会を設ける 

にいざ Life フィールド・ノート(web)へのモニター調

査 モニター：課題を抱える当事者グループのステ

ークホルダー 

課題と活動が地域で共

有されたと実感する 

2022 年度 2 年目の目標設定に向けて、さまざまな新

規の当事者グループなどと接点を持った 

2 
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ボランティアや市民が、地域の支え合いを具体

的に考える機会を設ける 

にいざみんなの未来ワークショップの参加者アン

ケート ●地域の支え合いを具体的に考える機会

になりましたか？（4 段階評価） 

3 以上 2023 年度 3 年目の目標設定に向けて、ボランティアや

市民などと接点を持った 

2 

ボランティアや市民が、地域の多様な課題を知

り・学ぶ機会を得る  

にいざみんなの未来フォーラムの参加者アンケー

トの設問回答結果 ●地域の多様な課題を知り・

学ぶ機会になりましたか？（4 段階評価） 

3 以上 2023 年度 3 年目の目標設定に向けて、ボランティアや

市民などと接点を持った 

2 

学校が、広報紙等の配布を通じて、活動情報を

家庭に提供するようになる 

児童の家庭へ広報紙を配布する小学校数 17 2021・

2022・2023

年度 

教育委員会・小学校長の協力の元、広報紙を

全児童に配布 

1 

学校と子どもを支えるボランティアとの情報共

有の機会を設け連携を深める 

子どもひろば・子どもの居場所実施校区の小学区

での情報交換会の実施割合 

17 2021・

2022・2023

年度 

2021 年 11月 4日 

「楽しいひろばを考えよう」と題して市内全域

を対象して開催 

1 

事業者や農家等が、プロジェクトを支援し、子ど

もの未来応援団の団員となる 

子どもの未来応援団への参加事業所数 

 

100 

 

2021・

2022・2023

年度 

2022 年 3月 31日現在 20団体が応援団へ

参加 

2 

事業者や農家等が、フードバンクに食品等を寄

付し、困窮子育て家庭を支援する 

食支援を必要とする困窮子育て家庭への食支援

割合 （参考数値：教育扶助世帯 121世帯、母子

世帯 134世帯 ※2018 年） 

割合を高める 2021・

2022・2023

年度 

2021 年 9月よりひとり親支援は開始。二ヶ月

に 1 回程度フードパントリーを開催。登録家

庭数：93世帯（2022 年 3月 31日） 

1 

職場や学校でのフードドライブを実施し、フード

バンク活動を支える 

本フードバンクへの提供を目的としたフードドライ

ブ実施回数 

実施回数を増やす 2021・

2022・2023

年度 

 

2022 年 1月 20日試験的に開催した他、企

業や団体などから食材の提供を受けた 

2 

市内３大学と連携し、学生・職員が、地域の一

員として活動する 

市内３大学の学生・教員の本事業でのボランティ

ア活動実績 

プロジェクトの推進や活

動に関わる 3大学の学

生・職員を増やす。 

2021・

2022・2023

年度 

3大学のボランティアセンター、地域交流セン

ター等担当職員との連携および各大学からボ

ランティア参加があった 

1 

市・教育委員会・社会福祉協議会・商工会と情

報共有し連携を深める 

後援の承諾（2021 年度）、年度報告と新年度協力

要請のための市長・教育長・商工会専務理事との

面談（2021・2022・2023 年度） 

2021 年度；後援申請 

2022・2023 年度；年初

の面談 

2021・

2022・2023

年度 

 

2021 年度、新座市、新座市教育委員会、新

座市商工会の後援、新座市社会福祉協議会

の協力をいただき、該当年度の報告した 

1 

広報紙の発行やインターネットを活用し、協力

者・利用者を増やす 

協力者・ボランティアへのアンケートを実施 本プ

ロジェクトの webページ・SNSへのアクセス経験

の割合％ 

60％ 2021・

2022・2023

年度 

広報誌の発行 4 回、SNSでの発信 323 回 2 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし þ 短期アウトカムの内容 þ 短期アウトカムの表現  þ 短期アウトカムの指標 þ アウトカムの⽬標

値 
3. 活動に関する報告 
① 新座市長を訪問し、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

② 新座市教育長を訪問し、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

③ 新座市商工会専務理事を訪問し、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

④ 新座市社会福祉協議会を訪問し、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑤ 新座市内学校長会で、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑥ 新座市・新座市教育委員会・新座市商工会の後援をいただき、新座市内学校長会においてプロジェクトの説明の機会をいただき、小学校を通じ全児童

に広報誌を配布した。 

⑦ 新座市内全 17 小学校長を訪問し、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑧ 市議会議員各会派を訪問し、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑨ 新座市商工会女性部会の会合で、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑩ 新座市商店会連合会の会合で、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑪ 新座市町内会連合会の会合で、プロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑫ 新座市内の企業・団体・２５町内会長など、７９団体へプロジェクトの説明と協力の依頼をした。 

⑬ 全 17 小学校区にて長期休暇にひろばを開催した(夏ひろば：8 ヶ所 16 回・冬ひろば 14 ヶ所 28 回・春ひろば 9 ヶ所 13 回:全 31 箇所 57 回開催）。その

結果延べ 129 名のボランティアが参加した。 

⑭ シングルファミリーサポート事業を開始した。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
大人を参加者とする事業はオンラインまたはハイブリッド開催とした。 

子どもひろばでの昼食支援は、調理パンやおにぎりなど、家ですぐ食べられるものを提供した。 

② 広報に関する報告 

1. シンボルマークの使⽤状況 
þ ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ 広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
  法人サイト内にこのプロジェクト独自ページの開設。Facebook 及び Twitter への投稿  

2.広報制作物等 
広報誌を 4 回発行 

０号：10,000 部（2021 年 7 月発行） 

1 号：1,000 部（2021 年 10 月発行） 

2 号：10,000 部（2021 年 11 月発行） 

3 号：10,000 部（2022 年 2 月発行 

3.報告書等 
広報誌を 4 回発行 

０号：10,000 部（2021 年 7 月発行） 

1 号：1,000 部（2021 年 10 月発行） 

2 号：10,000 部（2021 年 11 月発行） 

3 号：10,000 部（2022 年 2 月発行） 
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4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
①夏ひろば 
 概要：子どもひろばの開催 

開催期間：2021 年 8月 10日〜8月 27日 

会場：新座市内集会所 8 ヶ所 16 回 

参加者：子ども 123名、ボランティア 37名 

 

 ②にいざ子どもの未来応援団説明会 
開催日：2021 年 9月 29日（水）14：00〜15：30 

会場：新座市民会館会議室及び zoom 

プログラム：子どもたちの「いま」そして「にいざ子どもの未来 包括連携プロジェクト」について 

地域に支えられ実現した市内 8 カ所での「夏ひろば」のご報告 

講演: 子どもの居場所づくりが地域にもたらすもの 

湯澤直美氏 立教大学コミュニティ福祉学部教授 

鼎談:子どもを真ん中に地域でつながる価値とは 

参加者： 27名（会場 ９名・オンライン 18名） 

 

③楽しい「ひろば」を考えよう 

開催日：2021 年 11月 4日（木）13：30〜14：45 

会場：新座市民会館会議室及び zoom 

プログラム：夏ひろばの開催報告 

12 月から開催する「冬ひろば」のお知らせ 

ボランティアさんと交流 

参加者：16名（会場 8名・オンライン 8名） 

 

④にいざ子どもの未来応援団オンライン説明会 

開催日：2021 年 12月 8日（水）・12月 18日（土）・2022 年 1月 28日（金）・3月 12日（土） 

開催方法： zoom 

内容：NPO 法人新座子育てネットワークの紹介 及びにいざ子どもの未来 包括連携プロジェクトについて 

にいざ子どもの未来応援団について 

夏ひろば・冬ひろば報告 

質疑応答・ヒアリング 

参加者：計 4名 
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⑤冬ひろば 
概要：子どもひろばの開催 
開催期間：2021 年 12月 4日〜2022 年１月 9日 

会場：新座市内集会所・企業より提供会場 14 ヶ所 28 回 

参加者：子ども 244名、ボランティア 79名 

 

⑥にいざ子どもの未来フォーラム 
開催日：2022 年 3月 11日（金）14:00〜15:30 

会場：新座市民会館会議室及び zoom 

内容：プロジェクト 1 年目の振り返り 

ご協力いただいた皆さんからのコメント動画 

「子どもの居場所づくり」がもたらす価値を共有する意見交換 

ゲスト 跡見学園女子大学地域交流センター長 土居洋平氏 

十文字学園女子大学人間生活学部 教授 佐藤陽氏 

キャベツの会 木村俊彦氏 ※本プロジェクト実行委員 

参加者：14名（会場７名・オンライン７名） 

 

⑦子どもの居場所づくりオンライン説明会 
開催日：2022 年 3月 15日（火）13:00〜14:00 

開催方法：オンライン（zoom）※1名当法人事務所にて参加 

内容：自己紹介とこどもひろばでの体験 

NPO 法人新座子育てネットワークはこんな団体です 

「にいざ子どもの未来 包括連携プロジェクト」のこれまでの活動報告 

ディスカッション「新座の子どもを地域で支える、子どもの居場所づくり」 

参加者：9名 

 

⑧春ひろば 
概要：子どもひろばの開催 
開催期間：2022 年 3月 19日〜2022 年 3月 31日（実施は 2022 年４月 7日まで） 

会場：新座市内集会所・企業より提供会場 9 ヶ所 13 回 

参加者：子ども 80名、ボランティア 13名 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ 整備中 
 

2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
þ 全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 

→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 
 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þ いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
変更はない 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ 内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝

を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þ はい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þ はい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  þ外部監査を実施  ☐実施する予定がない 

→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
広報誌の PDF 


